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代表取締役�社⻑執⾏役員��⽥中�晃

2022年社⻑年頭訓⽰

弊社�代表取締役�社⻑執⾏役員・⽥中晃が、本⽇、2022年の仕事始めにあたり、社内への年頭訓⽰を⾏ないま

した。

2022年�年頭訓⽰�要旨�

「覚悟と決意」

昨年は怒涛の1年でした。1⽉に「WOWOWオンデマンド(以下WOD)」をローンチし、3⽉には「WOWOW�4K」

を開局。5⽉には「10年戦略」と「中期経営計画」を表明。そして「EURO」があり、東京2020パラリンピック

では⾞いすバスケットボールで社員3⼈が⼤活躍し銀メダルに輝きました。会員数は、第⼀四半期として開局以

来最⾼の新規加⼊を獲得する⼀⽅、現時点での正味加⼊件数は⼤幅な純減となっています。そんな中、東京証

券取引所の市場区分の⾒直しに関してはプライム市場に⼿を挙げ、引き続きトップ市場にふさわしい企業とし

て、責任と役割を果たしていきたいと思います。

今⽇、あらゆる既存産業が構造変化の真っただ中にいます。動画配信産業のワールドワイドな競争は苛烈さを

増しており、ネット上の無料コンテンツがユーザーのニーズにヒットしています。⼀⽅、コロナ禍で、あらた

めてエンターテインメントの重要性が再認識されました。WOWOWの役割はいささかも⼩さくなってはいませ

ん。そのような環境下で、私たちは「覚悟と決意」を新たにしたいと思います。

「10年戦略」と「中期経営計画」は、これからのありたい姿を表現したWOWOWの「覚悟と決意」です。エン

ターテインメントを通じて、⼈々の⽣活が楽しくなる。⼈⽣が豊かになる。そのお⼿伝いをする。⼀緒にエン

ターテインメント⽂化を育んでいく。そのように「決意」しました。そして、徹頭徹尾「WOWOWの強み」を

⽣かすことでしか、「10年戦略WOWOWループ」は回せません。その強みは三つあると考えます。

⼀つ⽬は、WOWOWのコンテンツに対するお客さまの信頼です。それは「お⾦を払ってでも⾒る価値がある」

とお客さまが判断する「WOWOWクオリティ」への信頼であり、送り⼿の私たちが判断するコンテンツ価値で

はありません。⼆つ⽬の強みは、その信頼によって築いた会員資産です。これも単に会員の総数ではなく、毎

⽉2,530円もの会費を払い続けてくださるお客さまの熱量の総和だといえます。「WOWOWクオリティ」が劣化

したら、会員資産も崩壊します。「中期経営計画」で⽬指す「コンテンツ・コミュニティ」とは、コンテンツ

に対する熱量の⾼いお客さまを、インタラクティブにパーソナルにつないで新しいコンテンツ体験価値を提供
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しようという試みです。お客さまのWOWOW体験価値が⾼まり、その結果として⻑期契約と新しいビジネスが

⽣まれることを⽬指しています。

三つ⽬の強みは、皆さんの「コンテンツ愛」です。作る⼈、伝える⼈、⽀える⼈、エンタメが好きな皆さんの

「コンテンツ愛」が、「WOWOWクオリティ」を⽣み、コミュニティを作り、WOWOWの会員価値を⾼めま

す。皆さんの熱量が、会員、クリエイター、多様なステークホルダーを刺激して、⼀緒にエンターテインメン

ト⽂化を育むと信じています。コンテンツに対するお客さまからの信頼と、お客さまのコンテンツへの熱量、

そして皆さんのコンテンツ愛。これらの強みで「10年戦略WOWOWループ」を回し、「中期経営計画」を前進

させる。それが「覚悟と決意」です。

そして、「中期経営計画」では「徹底的な顧客視点」を掲げています。今私たちは「コンテンツ・コミュニテ

ィ業」へと変⾰しようとしています。WODを契機に会員の層を拡張し、コミュニティサービスを開発していま

す。何が正しいか迷ったとき、お客さま、⽣活者に聞いてみませんか？私たちの事業環境は、まだまだ変化し

ます。この激動の時代に、あらためて会員ビジネスの原点に⽴ち返り、「お客さま視点」を、WOWOWの「覚

悟と決意」のよって⽴つところとしたいと思います。

⻑期ビジョン「10年戦略」及び�「中期経営計画(2021-2025年度)」の策定について�(2021.05.14)�
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